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白平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,756人（－６）
　男性／16,752人（－２）
　女性／19,004人（－４）
■世帯数　14,398戸（±０）
※（ ）は、前月との比較

平成23年11月1日現在

　11月13日から田平公園で
開催されている、「光のフェ
スタ」からの一コマ。辺りが
暗くなった午後６時には、イ
ルミネーションの点灯式が行
われ、約150発の花火の打ち
上げと同時に10万個の電球
に光が灯りました。イルミ
ネーションは、来年１月９日
（月）までの間、午後６時から
午後９時まで点灯しています。

　急に寒くなり、みなさん
体調を崩していませんか？
今年も残すところあとわず
か。1年は、あっと言う間
ですね。この1年を振り返
ってみて、私はまず元旦に
決意した思いが、未だに達
成できていないことに焦り
を感じています。１カ月し
かないと考えるのか、あと
１カ月あると考えるのか。
新年までの残り１カ月。
「忙」しさに負けて、心を亡
くさないように努めていき
たいと思っています。

　「サンタクロースは本当
にいるの？」子どものころ
から持ち続けた素朴な疑問。
私は「いる」と信じてます。
というのも、高校時代に英
語の補習授業で使ったテキ
ストにユーレニッセ（ノル
ウェーのサンタクロース）
の住所が載っていて、クリ
スマスカードを送ったとこ
ろ、エアメールでお返事が
届いたからです。豚に乗っ
たサンタの消印に驚きまし
たが、夢があっていいなぁ
と思いました。
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小

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 お問い合わせ・申込み

申　込　方　法

　生涯学習課、教育委員会各分室、
各公民館に備え付けの所定の申込用
紙（払込取扱票）に必要事項を記入の
上、参加料を郵便振込にて入金して
ください。

いきつきロード実行委員会事務局
（教育委員会生月分室内) ☎53‐0541

申込締切日　2012年１月12日（木）必着

2012.2012.2.1212（日（日）
午前1010時から順次スタートから順次スタート

2012.2.12（日）
午前10時から順次スタート

潮風薫る生月の海岸線を駆け抜けよう！潮風薫る生月の海岸線を駆け抜けよう！潮風薫る生月の海岸線を駆け抜けよう！
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市長のトップ対談シリーズ07
市民の声＆読者プレゼントコーナー
まちのひとびと
田平港シーサイドエリア活性化施設完成
平戸市からのお知らせ
情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと

私たちは、滞納を許さない
受賞・入賞おめでとうございます
未来の平戸へバトンタッチ
平戸藩の秋めぐり
まちのできごと・平戸オランダ商館風説書
健康・福祉いきいき通信
学びの達人
みんなの図書館

10
万
個
の
光
が
冬
の
公
園
を
彩
る

〜
田
平
公
園「
光
の
フ
ェ
ス
タ
」　

午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
点
灯
〜
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平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

85

90

億円
％

7億4千6百万円
5億8千5百万円

5億4千6百万円

86.8%

87.5% 89.8%

●累積未収額と収納率の推移(グラフ１)

※企業会計を除く

※企業会計を除く

平成19年度 平成20年度 平成22年度

1億9千2百万円

2億5百万円

7百万円

1千万円

1千3百万円

6百万円

1千9百万円

4億5千2百万円

平成21年度

●累積未収額の内訳の推移（表１）

市税

保険税

保育料

住宅使用料

介護保険料

学校給食費

他債権

合計額

3億1千5百万円

3億4千3百万円

1千5百万円

1千1百万円

3千5百万円

8百万円

1千9百万円

7億4千6百万円

2億3千4百万円

2億7千9百万円

1千1百万円

1千万円

2千6百万円

6百万円

1千9百万円

5億8千5百万円

2億1千6百万円

2億6千6百万円

9百万円

1千1百万円

2千万円

6百万円

1千8百万円

5億4千6百万円

債権
動産
不動産
自動車等

平成
19年度

平成
22年度
1,256件
121件
11件
26件
95件
35件
1件

平成
21年度

平成
20年度

201件
0件
10件
1件
0件

637件
37件
28件
44件
19件

796件
101件
9件
38件
70件

支払督促申立
住宅明渡訴訟

差押件数

家宅捜索

●市税滞納処分件数（表２）

－
－

2件
1件

1件
3件

４億5千2百万円

90.8%
8

6

4

2

0

億円

※未収額：市が徴収すべき債権で、徴収できていない金額

　
　

累
積
未
収
額
と
収
納
率

　

庁
内
一
丸
と
な
っ
て
の
滞
納
対
策
に
よ

り
、
市
の
累
積
未
収
額
は
、
平
成
19
年
度

の
７
億
７
千
１
百
万
円
か
ら
平
成
22
年
度

の
４
億
５
千
２
百
万
円
に
な
り
、
４
年
間

で
約
３
億
１
千
９
百
万
円
の
未
収
額
を
解

消
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
納
率
は
、
平
成
19
年
度
の

86
・
８
％
か
ら
平
成
22
年
度
に
は
90
・

８
％
に
向
上
し
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ

１
・
表
１
参
照
）。

　

未
収
額
が
解
消
し
て
い
る
要
因
は
、
差

押
や
家
宅
捜
索
、
公
売
会
な
ど
の
滞
納
対

策
の
効
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す（
表
２
参
照
）。

税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に

平成22年度　市税の現年度収納率は、

97.9％。

市では、平成19年度から全庁を上げ、

平成21年度からは県と連携し、

滞納対策に力を入れてきました。

しかし、100人に2人が税を滞納している

現状があります。

税は、市民のみなさんで公平に負担するべき

ものです。

公平性の確保のため

滞納には、毅然とした態度で滞納処分に取り

組んでいます。

私たちは許しません。「滞納」を。

滞納
現状

　

税
金
は
、
安
定
し
た
行
政
運
営
に
欠
か
せ
な
い
財
源

で
あ
り
、
特
に
自
主
財
源
が
乏
し
い
本
市
に
あ
っ
て
も
、

市
税
収
入
は
市
の
貴
重
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

適
正
、
公
正
な
課
税
の
も
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
公
平
な
税
負
担
と
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
、
税
務
課
は
、
滞
納
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
滞
納
対
策

　

現
在
、
市
で
は
、
全
庁
的
な
未
収
金
の

滞
納
対
策
の
た
め
に
関
係
各
課
と
連
携
を

図
り「
市
債
権
管
理
対
策
会
議
」を
機
能

さ
せ
、
市
全
体
の
債
権
管
理
の
方
針
や
収

納
率
向
上
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
税
金
や

公
課（
介
護
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
保
育
料
）は
、
督
促
状
を
送
付
し
て

も
納
付
や
連
絡
が
な
い
場
合
に
、
法
律
に

基
づ
い
た
財
産
調
査
、
滞
納
処
分（
差
押

な
ど
）を
実
施
し
て
い
ま
す（
表
２
参
照
）。

　

市
営
住
宅
使
用
料
や
給
食
費
な
ど
の
私

債
権
に
つ
い
て
は
、
本
人
お
よ
び
保
証
人

に
催
告
や
訴
訟
予
告
書
を
送
付
し
、
納
付

や
連
絡
が
な
い
場
合
に
は
裁
判
所
を
と
お

し
た
法
的
整
理（
支
払
督
促
申
立
・
住
宅

明
渡
訴
訟
な
ど
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
21
年
４
月
か
ら「
長
崎

県
地
方
税
回
収
機
構
」が
設
置
さ
れ
県
と

県
内
市
町
が
協
働
し
て
市
税
な
ど
の
滞
納

整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
機
構
で
は
、
滞
納
額
が
高
額
な
場
合

な
ど
徴
収
困
難
な
事
案
に
つ
い
て
、
市
か

ら
徴
収
引
継
ぎ
を
受
け
、
差
押
な
ど
の
滞

納
処
分
を
執
行
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

滞
納
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
納
税
相
談
の
強
化
を

目
的
に
、
相
談
員
と
し
て
、
家
計
相
談
の

専
門
家「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
」と
委
託
契
約
を
結
び
、
今
年
６
月

か
ら
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 市で行っている滞納対策は、地方税法や国税徴収法に基づき適切に処理されています。

また、さまざまな債権整理に関する専門書などで業務に精通する知識を各職員は身に付け
ています。

※

　
　

滞
納
は
市
民
生
活
全
体
の
損
失

　　

本
来
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
活
か
さ
れ
る

は
ず
の
４
億
５
千
２
百
万
円（
平
成
22
年

度
決
算
）が
、
未
収
金
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
未
収
金
は
、
市
の
一
般
財
源

の
中
で
、
学
校
建
設
や
道
路
建
設
に
充
て

ら
れ
る
金
額
と
同
等
の
額
に
相
当
し
ま
す
。

　

滞
納
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
活
に
必

要
不
可
欠
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
損
失
に
直

接
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　▲財源が確保
できなければ、
平戸の未来を担
う子どもたちに
安心して学べる
校舎、通える通
学路を整備でき
ないことも考え
られます

▲
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生
活
の
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

そ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す

家
計
相
談
の
専
門
家
が

相
談
者
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
ま
す

Information平戸・松浦で差押財産の公売会を開催

　県市町合同で、差押財産の公売会を開催します。
市民のみなさんのご参加をお待ちしています。

●長崎県市町合同公売会in平戸
　　　　　12月18日（日）　午前8時30分　受付開始
　　　　　平戸文化センター大ホール
　　　※自動車・液晶テレビなど457点を出品予定。　　
　　　　目玉物件など数点のせり売りも予定しています。

●長崎県市町合同公売会in松浦
　　　　　平成24年３月17日（土）　
　　　　　松浦市文化会館
　　　　　松浦市志佐町浦免1110番地

と　き
ところ

と　き
ところ

　公売を開催する目的は大きく2つあります。
１．差押物件の売却により滞納金を減らすこと。
２．滞納すると「差押→公売」という流れを市民のみな
　　さんに理解してもらうことです。
　今年6月に開催した長崎県市町合同公売会in平戸で
は、出品数457点中413点を売却。806,548円を滞納
金に充てることができました。
　今後も県、各市町が連携を取り、公売会の開催に力
を入れていきます。
　また、差押動産は、公売会以外に「期間入札」「イン
ターネット公売」　でも出品しています。市民のみな
さんから多くの入札をお待ちしています。

■ 期間入札
　期間入札は毎月１回、差押財産の写真を市役所ロビーに
掲示して、約1週間の入札期間を定め、一般競争入札で公
売を行っています。

■ インターネット公売
　インターネット公売は、差押えた貴金属、自動車、不動産
などをせり売りによって売却し、その売却代金を滞納金に充

　　　

近
年
、
話
題
に
な
っ
て
い
た
消
費
者
金

融
か
ら
の
過
払
い
請
求
件
数
は
、
全
国
的

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
銀

行
か
ら
の
借
入
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
負
債
過

多
な
ど
利
息
制
限
法
以
内
の
借
入
状
況
が
、

滞
納
原
因
の
解
決
を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー（
以
下
Ｆ
Ｐ
と
い
う
）

が
業
務
委
託
を
受
け
、
平
戸
市
役
所
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｐ
は
、
家
計
・
生
活
の
相
談
役
で
す
。

家
庭
の
お
金
の
使
い
方
が
整
理
さ
れ
て
い

な
い
場
合
な
ど
に
、
生
活
状
況
を
聞
き
取

り
、
改
善
へ
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

ど
こ
に
無
駄
が
あ
る
の
か
、
よ
り
良
い
お

金
の
使
い
方
が
な
い
か
を
相
談
者
と
一
緒

に
考
え
る
の
が
、Ｆ
Ｐ
で
す
。

　

生
活
収
入
を
安
定
さ
せ
、
納
税
能
力
を

整
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　　

あ
る
家
庭
か
ら
受
け
た
相
談
事
例
を
基

に
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
家
庭
は
、
借
金
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
毎
月
の
収
入
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
支
出
が
さ
れ
て
い
る
の
か
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
家
族
の
生
活
状
況
を
聞
い
た
上

で
家
計
を
整
理
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現

在
使
え
る
お
金
が
い
く
ら
あ
る
の
か
、
正

確
に
把
握
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
お
金
の
役
割
分
担
を
決
め
ま

す
。
家
計
簿
を
つ
く
り
、
食
費
、
水
道
光

松永 長一さん

相談員

平戸市役所や伊万里、松浦、大村
市役所、有田町役場などでの相談
業務や佐賀県・長崎県の滞納特別
対策室の顧客相談も行う。趣味は、
釣り。

熱
費
、
日
用
雑
貨
費
、
被
服
費
、
医
療
費
、

交
際
費
の
６
つ
の
袋
を
つ
く
り
家
計
の
予

算
を
組
み
立
て
ま
す
。
当
然
、
貯
蓄
が
で

き
る
よ
う
に
あ
る
程
度
は
切
り
詰
め
た
も

の
に
な
り
ま
す
が
、
数
カ
月
で
お
金
が
少

し
ず
つ
袋
の
中
に
余
る
よ
う
に
計
画
し
ま

す
。
家
族
で
温
泉
や
旅
行
な
ど
遊
び
に
行

け
る
よ
う
な
楽
し
み
と
目
標
を
も
っ
た
家

計
簿
つ
く
り
を
し
て
生
活
の
改
善
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
「
無
駄
が
な
い
か
、
お
金
の
使
い
方
が

間
違
っ
て
な
い
か
を
一
緒
に
考
え
る
」と

は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

　　

こ
こ
数
年
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
負
担
が
大

き
く
な
り
住
宅
を
手
放
す
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
競
売
物
件
に
な
り
、

一
緒
に
考
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

ファイナンシャルプランナー

納税
相談

　

市
で
は
生
活
改
善
の
手
助
け
を
す
る
た
め
、
税
制
や

住
宅
ロ
ー
ン
、
生
命
保
険
、
年
金
制
度
な
ど
の
幅
広
い

知
識
を
備
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
家
計
相
談
の
専
門

家「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
」に
よ
る
生
活
相

談
の
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
窓
口
開
設
日　

毎
週
火
曜
日　

午
前
９
時
〜

「
滞
納
は
放
置
せ
ず
、
税
務
課
に
ご
相
談
を
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

家
計
相
談
の
専
門
家
に
滞
納
・
納
税
相
談
の
実
情
を
聞
く

税金と住宅ローンに
車のローン、医療費、
教育費、生命保険も・・・
今月も全然足りないわ。
もう、借金できないし、
どうしよう・・・

掘り出し物が見つかるかも？差押財産の公売会

滞
納
処
分
だ
け
が
滞
納
対
策
じ
ゃ
な
い

相
談
も
重
要
な
手
段
で
す

てています。
　詳しくは「Yahoo!オークション　官公庁オークション」を　
ご覧ください。※市公式ホームページからもご覧になれます
官公庁オークションURL
http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

官公庁オークション 検索検索検索

私たちは、滞納を許さない　　　　　　　　納税相談

市
外
県
外
の
不
動
産
業
者
が
競
り
落
と
し

ま
す
。
そ
し
て
、
業
者
が
そ
の
住
宅
を
元

の
所
有
者
に
高
い
家
賃
で
貸
し
つ
け
る
と

い
う
事
案
が
平
戸
市
で
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
案
の
相
談
者
の
ほ
と
ん

ど
が
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
含
め
て
借
入
金
の

返
済
比
率
が
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

返
済
比
率
と
は
、
支
出
の
内
訳
で
判
断

で
き
ま
す
。
通
常
、
生
活
費
が
約
60
％
、

車
の
買
い
替
え
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め

の
貯
蓄
が
20
％
、
残
り
の
20
％
が
借
金
の

返
済
で
す
。
あ
る
程
度
収
入
が
減
っ
て
も

貯
蓄
が
あ
る
こ
と
で
一
定
期
間
を
過
ご
す

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

【
家
計
】　

家
族
全
員
の
収
入
、
支
出
を
見

　

直
し
、
無
駄
な
支
出
を
抑
え
、
毎
月
の

　

家
計
簿
を
つ
け
て
も
ら
い
、
借
金
の
返

　

済
や
納
税
に
つ
な
が
っ
た
。

【
借
入
】　

住
宅
ロ
ー
ン
を
見
直
し
、
毎
月

　

の
返
済
額
が
下
が
っ
た
分
で
、
借
金
返

　

済
、
納
税
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
過
払
】　

詳
し
い
聞
き
取
り
か
ら
、
過
払

　

い
金
の
発
生
が
わ
か
り
、
相
談
者
が
弁

　

護
士
へ
手
続
き
を
依
頼
。
過
払
い
金
請

　

求
手
続
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
年
金
】　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」を
確
認
し
、

　

受
給
手
続
き
を
指
導
し
、
年
金
が
受
給

　

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
全
般
の
見
直
し
、
安
定
し

た
生
活
に
結
び
つ
け
る
方
向
性
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

　

実
際
に
相
談
に
訪
れ
た
滞
納
者
か
ら
は
、

「
親
や
周
り
の
人
に
相
談
で
き
な
く
て
、

ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

自
分
の
状
況
を
客
観
的
に
判
断
し
て
も
ら

え
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

※

相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　

税
務
課
滞
納
整
理
班

　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
４
３

　

し
か
し
、
収
入
に
見
合
っ
て
い
な
い
返

済
を
し
て
い
る
場
合
、
貯
蓄
が
で
き
な
い

だ
け
で
な
く「
借
金
返
済
」と
い
う
目
先

の
問
題
を
優
先
し
、
冷
静
な
判
断
力
を
失

い
、
借
金
の
返
済
も
納
税
も
中
途
半
端
に

な
り
、
ど
ち
ら
も
滞
納
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

Ｆ
Ｐ
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
期
間
延
長
や
計
画
の
見
直

し
の
窓
口
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
、
住
宅
ロ
ー
ン
で
説
明
し
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
借
金
で
も
考
え
方
は
同

じ
で
す
。
当
然
、
納
税
に
つ
い
て
も
で
す
。

　
「
正
し
い
納
税
が
あ
っ
て
、
生
活
し
て

そ
の
余
力
で
借
金
を
払
う
」こ
の
サ
イ
ク

ル
が
逆
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

税
務
課
の
窓
口
に
行
く
こ
と
を
嫌
が
る

人
は
多
い
で
す
。
話
し
合
っ
て
も
結
局
は
、

「
税
金
を
取
ら
れ
る
」と
み
な
さ
ん
思
い
が

ち
で
す
。
滞
納
対
策
は
、
な
に
も
差
押
や

家
宅
捜
索
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
滞
納

が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
解
消
・
解
決
し

て
い
く
か
、
相
談
を
受
け
て
話
し
合
う
こ

と
も
滞
納
対
策
の
一
つ
で
す
。

　

相
談
を
す
る
こ
と
で
、
生
活
の
改
善
点

に
気
づ
き
、
問
題
点
を
職
員
と
相
談
者
で

共
有
し
、
対
策
を
練
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
税
相
談
を
生
活
改
善
の
た
め
の
相
談

と
思
っ
て
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
な
借
金
で
も
、見
直
す
こ
と
で

改
善
で
き
ま
す

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
へ
の

相
談
が
改
善
に
つ
な
が
っ
た
主
な
例
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　地方自治や教育などの分野での長年にわたる功労や社会貢献をたたえる秋の叙勲が11 月３ 日に
発令されました。平戸市では、藍綬褒章１人、旭日小綬章1人、瑞宝双光章５人、瑞宝単光章1人の
みなさんが受章されました。
　また、日々の努力が実を結び表彰された各種表彰者、各種大会での入賞者をご紹介します。

受章・入賞おめでとうございます

藍綬褒章
更生保護功績

「支えてくれた家族や地域
のみなさんに感謝します」

現保護司

松瀨 勝治さん

（田平町下寺免）

　昭和62年から保護司となり、これまで殺人未遂や
窃盗などの罪を犯した保護観察対象者と接して、社会
復帰を支援してきました。

旭日小綬章
地方自治功労

「家族の支えと地域のみなさ
んのご協力に感謝します」

元市議会議員

松本 好弘さん

（鏡川町）

　昭和46年に初当選。７期28年市議会議員を務め、
本市の発展に尽力。任期中は市議会議長、総務委員会
委員長、文教厚生委員会委員長などを歴任されました。

瑞宝双光章
地方自治功労

「職場の仲間と住民のみなさ
んのご協力に感謝します」

元田平町助役

加藤 弘さん
（田平町山内免）

　昭和31年から田平町に奉職。永年にわたり地方自
治の振興と発展に貢献し、田平町の助役、収入役、総
務課長、企画財政課長などを歴任されました。

瑞宝双光章
消防功労

「たくさんのご協力とご支援
に感謝しています」

元生月町消防団団長

松永 雅司さん
（生月町山田免）

　昭和42年から生月町消防団に入団。平成11年10月か
ら生月町消防団長として、平成17年10月から平成20年
3月まで市消防団生月地区団長として尽力されました。

瑞宝双光章
消防功労

「受章は地域住民のみなさ
んのご協力のおかげです」

元大島村消防団団長

村井 美則さん

（大島村的山川内）

　昭和31年から大島村消防団に入団。平成７年から大
島村消防団長として、平成17年10月から平成20年３
月まで市消防団副団長として尽力されました。

瑞宝双光章
危険業務従事者叙勲・警察功労

「周りのみなさんに感謝し、
地域に恩返しをしたい」

元長崎県警部

坂本 壽夫さん

（田平町小手田免）

　昭和34年から42年間、交通事故捜査や犯罪捜査な
どの業務に精励し、地域に根ざした警察官として、市
民生活の安心と安全を守るために尽力されました。

瑞宝双光章
危険業務従事者叙勲・警察功労

瑞宝単光章
危険業務従事者叙勲・防衛功労

「地域のみなさんのご支援と
ご協力に感謝します」

元長崎県警部

林 信利さん

（田平町深月免）

　昭和34年から42年間、警察官として著しく危険性
の高い業務に精励し、地域の安全を守り安心できる社
会づくりに尽力されました。

「家族の支えと隊員のご協力
に感謝しています」

元三等海尉

田中 勝幸さん

（田平町小手田免）

　昭和44年から海上自衛隊に入隊。平成16年８月ま
で、護衛艦や南極観測船などでレーダーや無線機など
を扱う電子整備に精励し、防衛に尽力されました。

◎
各
種
受
賞
者
、
入
賞
者
は

　

次
の
と
お
り
で
す

な
が
さ
き
水
産
業
大
賞

【
活
力
あ
る
漁
村
づ
く
り
部
門　

長
崎
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞
】

　

山
川　

富
士
夫（
鮎
川
町
）

海
上
保
安
庁
表
彰

【
第
七
管
区
海
上
保
安
部
長
表
彰
】

　

生
月
漁
業
協
同
組
合　
　
　
　

【
佐
世
保
海
上
保
安
部
長
表
彰
】

　

平
戸
市
漁
業
協
同
組
合
獅
子
事
業
所

　

舘
浦
漁
業
協
同
組
合

　

大
島
村
漁
業
協
同
組
合

第
33
回「
長
崎
県
海
の
子
作
品
展
」

か　　とう ひろし

た　　  なか かつ　   ゆき

まつ　   なが まさ　　 し

まつ　　　せ かつ　　　じ まつ　    もと

のぶ　   としはやし

朝の読書大賞
第 5回髙橋松之助記念

朝の読書大賞

宇宙航空研究開発機構理事長賞
平成 23年度「宇宙の日」

全国小・中学生作文絵画コンテスト

「児童たちの読書を支えてい
ただき感謝しています」

市立平戸小学校

　平成14年から朝の読書を毎日実施。校内での読書
環境を整備し、学校図書館の活用を高めた活動が評価
されました。受賞は全国の小学校で２校のみです。

「宇宙で虹色の恐竜を見たら
楽しそうと思いました」

川口 勇人くん
（中津良小学校４年）校長　筒井　清信

　「さぁ出発だ！宇宙への冒険旅行」をテーマに、絵画の
部は全国から17,800点の絵が出品され、８人が入賞。
その中で宇宙航空研究開発機構理事長賞を受賞しました。

 かわ　   ぐち はや　　  と

県知事賞
第 33回長崎県海の子作品展

絵画の部

県知事賞
第 33回長崎県海の子作品展

作文の部

「こいのぼりと、漁師になりた
い気持ちを重ね合わせました」

　県下275の小・中学校から10,369点の作品が寄せ
られました。立石さんは「端午の出航」と題し、大根坂
で見た風景をもとに構図を考えて描きました。

「漁師になるには、自然を守
らなければなりません」

坂本 玄輝さん
（大島中学校１年）

代表　岡澤　清美

立石 裕咲さん
（大島中学校２年）

　題は「海とともに生きる」。祖父と父が漁師で、将来
は父の跡を継いで漁師になると思っている気持ちから、
大島の自然を大切に守りたいと感じて作文にしました。

 さ か　   も と げ ん           き たて　   いし ゆ  う        さ く

長崎県公共図書館等協議会表彰

「受賞を励みに、これか
らも読み聞かせ活動を
頑張ります」

たびら読み聞かせ
やよいの会

　長年、小学校を中心に読み聞かせを行い、本の大切さ
を広げるための勉強会や講演会を定期的に開催し、児童
読書推進の原動力となっていることが評価されました。

よし　   ひろ

   さか　    もと  ひさ　　  おむら　　  い   み           のり

秋の褒章、叙勲、危険業務従事者叙勲、各種表彰など

  

や
ま  

か
わ　

        

ふ      

じ     

お
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▲退庁式で退任のあいさつをする吉居教育長

　

11
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
23
年
11
月
平
戸
市
議
会
臨
時
会
で
、
平
戸
市
教
育
長
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
、
杉
澤
伸
慈
氏
が
11
月
19
日
付（
任
期
４
年
）で
新
し
い
教
育
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
思
い
が
け
ず
も
教
育
長
を

拝
命
し
ま
し
た
杉
澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お疲れ様でした前教育長退任あいさつ

教
育
長
就
任
あ
い
さ
つ

未
来
の
平
戸
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ ―

 

教
育
長
交
代 

前教育長

吉居 辰美 氏（67）
【 略 歴 】
　昭和42年、南松浦郡有川小学校
を振り出しに、平成17年３月末、
平戸小学校長を退職するまで37年
間教職を勤めた。この間、平成13
年から２年間は市教委学校教育課長、
18年度は平戸図書館長を歴任した
あと、平成18年６月教育長に就任
し、２期５年５カ月間勤めた。

　私は11月18日をもって、任期満了により平戸市教育長を退任させていただくことになりました。平成18年６
月、この職を拝命して以来、２期５年５カ月間の勤めでありました。無事与えられた任期を全うできましたのは、
多くのみなさまに支えていただいたおかげであり、衷心より厚くお礼を申し上げます。
　教育委員会にはさまざまな課題が存在していましたが、なかでも昭和62年の発掘調査以来、20年以上にわ
たって続けてきた平戸オランダ商館復元事業は最も難しい仕事でありました。おかげで任期中に開館の瞬間に立
ち会うことができたことは、大変光栄なことであります。
 　 「子どもから次の日本が生まれる。子どもから新しい世紀が生まれる」の言葉があります。将来の日本を背負っ
て立つ子どもたちのために、人間としての基礎を養うために今、何をなすべきか、常に己に問いかけながら仕事
を進めてきました。
　平戸市では、このところ、子どもの人間力を高める読書活動が盛んになってきていることをうれしく思います。
平戸市のますますの発展をお祈りし、退任の挨拶といたします。本当にありがとうございました。

新教育長

杉澤 伸慈 氏（62）
【 略 歴 】
　旧西彼崎戸町出身で長崎大学
教育学部卒。昭和49年生月中
学校教諭となり、県内６中学校、
県教委、長崎市教委教育研究所
長を務めたあと、平成19年度
には県中学校校長会長、県校長
会副会長を歴任。平成22年３
月、長崎市立桜馬場中校長を最
後に退職。今年10月末まで県
ＰＴＡ連合会事務局長を勤めた。

すぎ　ざわ しん　 じ

よし　い たつ　よし

　

30
数
年
間
の
教
職
生
活
を
本
市
生
月
町

で
ス
タ
ー
ト
し
た
私
は
、
生
月
で
過
ご
し

た
６
年
間
で
、
教
師
道
と
い
う
も
の
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
私
の

教
師
生
活
の
原
点
は
こ
の
地
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
今
回
、
教
育
長
と
い
う
立
場
で
恩

返
し
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
で

あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
の
上
は
、
初
め
て
教
壇
に
立
っ
た
と

き
の
あ
の
身
震
い
す
る
ほ
ど
の
緊
張
感
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
そ
の
と
き
と
同
じ
初

心
に
返
っ
て
、
本
市
教
育
の
更
な
る
充
実

発
展
と
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の

育
成
の
た
め
に
、
全
力
を
傾
け
る
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
社
会
の
希
望
の
象
徴
で
す
。

美
し
い
も
の
に
素
直
に
感
動
す
る
み
ず
み

ず
し
い
感
性
と
、
困
難
な
こ
と
に
も
く
じ

け
な
い
た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
に
育
つ

よ
う
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ

て
、
私
ど
も
に
心
強
い
お
力
添
え
と
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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３
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５
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さかい め

お と  な し

大
島
村
ふ
る
さ
と
祭
り

大
島
村
ふ
る
さ
と
祭
り

平
戸
く
ん
ち
城
下
秋
ま
つ
り

平
戸
く
ん
ち
城
下
秋
ま
つ
り

い
き
つ
き
勇
魚
ま
つ
り

い
き
つ
き
勇
魚
ま
つ
り

平　戸　藩　の　　　　　秋　め　ぐ　り

平戸民俗芸能祭
　10月22日、平戸文化センターで「第2回平戸民俗
芸能祭」が行われました。先人たちの息吹が今に受け
継がれる芸能祭では、宮の町獅子舞、大島の須古踊
（県指定無形民俗文化財）、堺目ヨホー太鼓、平戸神
楽（国指定重要無形民俗文化財）、田助ハイヤ節（県指
定無形民俗文化財）が披露されました。また、特別出
演で佐賀県鹿島市の音成の面浮立（佐賀県指定重要無
形民俗文化財）も披露されました。

　 獅子舞（宮の町）　 鹿島
（音成）面浮立（佐賀県鹿
島市）　堺目ヨホー太鼓
（生月町）　 

　10月22日と23日の2日間、中心市街地
一帯で「平戸くんち城下秋まつり」が行われ
ました。歩行者天国となった会場には、平
戸ならではの食メニューや特産品の販売な
どが登場し、マップを片手にお目当てのグ
ルメを探す姿も。会場内では、ちびっこ伝
統芸能や合唱など多彩な催しが行われまし
た。祭りのフィナーレでは田助ハイヤ節の
総踊りも披露。市民のみなさんや観光客な
ど２日間で20,000人の来場があり、町はに
ぎわいを見せました。

　11月13日、大島支所横広場で「第27
回大島村ふるさと祭り」が行われました。
ステージショーでは、子どもたちのおゆ
うぎや、小・中学生による合唱、大島分
校３年生による劇などが披露されました。
会場では、新鮮な野菜や海産物、加工品
や長崎和牛などの販売やバザーが開かれ
ました。また、人気の「サザエのつかみ
取り」と「にこまる米のすくい取り」では
長い行列ができました。天気もよく、大
島の恵みに感謝する1日となりました。

　11月23日、生月支所前漁港用地広場
で「いきつき勇魚まつり」が行われました。
祭りは、生月勇魚捕唄保存会ジュニアに
よる太鼓の演奏で開幕。新鮮な農産物や
海産物、加工品、長崎和牛やクジラなど
が販売されました。ステージでは、よさ
こい演舞の披露やヒーローショー、魚や
米の重量当てクイズ「目方でドン！」など
が行われました。会場には、市民や観光
客など約5,300人が訪れ、秋の味覚を満
喫しました。

２

２

３

３

４

４

５

１

１

　 「取れたばい！」笑顔たくさん「サザエのつか
み取り」　 即完売となった長崎和牛　  大島小学
校の全校児童による合唱　  フィナーレは餅まき

１

２ ３

４

　 品評会に出された農産物の
販売　 毎年人気のカキ焼き
コーナー　 勇壮な太鼓の演奏
を披露　 つきたての餅も販売
　 「目方でドン！」魚の重量を
当てた優勝者

１

２

３

４

５

　 多くの来場者でにぎわった会場　 まちなか
キャラクターを探して腹ぺこスタンプラリー　 
姉妹都市・交流都市屋台コーナーでは各地の特
産品やご当地グルメを販売　 田助ハイヤ節総踊
りには７団体が参加　 お目当てのグルメをいた
だきます　 ちびっこ伝統芸能で披露された「平戸
龍踊り」　 子どもから大人まで大人気だった猿回
し　 食欲をそそる匂いが漂いました　 中高生ボ
ランティアスタッフも大活躍　 小学生が特産品
などの販売にチャレンジ　 平戸オランダ商館で
は美しい合唱を披露。長崎居留地男性合唱団が
ゲスト出演

１ ２

３

４

５

６

７

８ ９

10

11

２ ３

４

１

６ ７ ８５

１

１

３

３

２

２

９

10 11



図書館フェスティバル

自然は一つ。海も育てる森林づくり

　10月29日、大島村で、第４回平戸市育樹祭
が｢豊かな海につなぐ平戸市民の森林づくり｣を
テーマに開催され、112人が参加しました。育
樹活動では、講話と木工教室が行われ、参加者
は、慣れない手つきで本立てやコースターを制
作。また、大島村漁協女性加工部のみなさんが
振る舞ったおにぎりと豚汁の昼食後に、本市の
花木｢ヤブツバキ｣1,000本を参加者全員で植樹
しました。参加者は、｢日ごろ機会がない、木工
細工や植樹体験に子どもたちも喜んでいたし、
良い経験になりました｣と話してくれました。

　10月29日、平戸文化センター
で、「図書館フェスティバル」が
初開催され、約600人が来場し
ました。「絵本作家と布バック
におえかき」では、絵本作家の
菊池日出男さんと福田岩緒さん
と子どもたちが、思い思いの絵
を布バックに描いていました。
また、鳥取県図書館協会長の山
田晋さんと同県図書館支援協力
課長の小林隆志さんを迎えた講
演「図書館の可能性」で、小林
さんは、「図書館に本があるこ
とが重要ではなく、本を通して
人がつながることが重要」と話
しました。ほか、九州国立博物
館キャラバンによる「アジアの
国の文化体験」も行われました。

初期消火操法競技大会が開催

　10月25日、市総合運動公園駐車場で、第21
回初期消火操法競技大会が行われました。この
大会は、火災予防の一環として職場などで防火
意識を高めることを目的に行われ、市内の各事
業所で編成された自衛消防隊38チーム88人が
出場し「消火器の部」と「屋内消火栓の部」で訓
練の成果を競いました。優勝者は次のとおり。
【消火器の部】男性：平戸市役所生月支所、女性：
獅子保育園
【屋内消火栓の部】男性：医療法人医理会柿添病
院、女性：養護老人ホーム光の園
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　11月９日、秋の火災予防運動に合わせて火
災予防啓発パレードが行われました。このパ
レードは、空気が乾燥し、火災が増えるこの時
期に火災防止への意識を高めることを目的にし
たもの。消防団や婦人防火クラブ連絡協議会な
どから約200人が参加し、平戸市消防署から平
戸港交流広場までの区間1.7㎞を約１時間かけ
てパレード。また、パレードには、幼年消防ク
ラブの園児たち92人も参加し、「火の用心！
マッチ１本火事の元」と拍子木と大きく元気な
声で火災予防への注意を呼びかけました。

空気が乾燥する季節。火の取り扱いに注意！

　11月6日、見る来公園（鮎川町）で「第1回案
山子コンテスト」（津吉あかるくらぶ主催・ 小値
賀渡代表）が開催されました。津吉地区から14
点が出品。かかしは、漂着物や使用済みの漁具、
竹やわらなどを使って作られました。表情豊か
なかかしを、その場に居合わせた人と思って声
をかける場面も。公園に集まったみなさんによ
るかかしの人気投票と、審査員による審査の結
果、老婦が道端でくつろぐ様子を表現した「老
婆の休日」（小鳩保育園）が見事グランプリを受
賞しました。

ユニークなかかしが勢ぞろい

　11月12日、平戸文化センターで、「平成23
年度平戸市青少年音楽会」が行われました。市
内の小学校３校、中学校１校、高校２校の児童
生徒のほか、高校の卒業生で構成したグループ
や中学校と高校の教職員で構成したグループが
出演。吹奏楽やコーラス、アカペラ、ハンドベ
ルなどの演奏を披露しました。会場は、演奏に
合わせて手拍子が出るなど盛り上がっていまし
た。音楽会のフィナーレは、参加者全員による
全体合奏と合唱で「アンパンマンのマーチ」を
披露しました。

音楽でみんなを笑顔に こんにちは赤ちゃん。乳幼児ふれあい体験

　10月25日、猶興館高校で、乳幼児ふれあい
体験が行われました。０歳から３歳までの子ど
も12人と母親11人が来校。ふれあい体験に参
加した３年生男女29人の生徒たちは、グルー
プに分かれて子どもたちのお世話を体験。赤
ちゃんを抱っこしてミルクを与えたり、おも
ちゃで遊んだり、子どもの年齢に応じて楽しく
ふれあいました。また、生徒たちは、赤ちゃん
の成長記録の写真などをお母さんたちに見せて
もらい、育児について話を聞き、乳幼児の成長
と発達について学びました。

も　り

も　　り

み　　　　　く
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平戸オランダ商
館Topics！
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～「平戸オランダ商館長日記」で歴史を読み解く～

■お問い合わせ　文化遺産課和蘭商館復元推進班（☎内線2637）

平戸オランダ商館風説書

　12月ににぎわうイベントにクリ
スマスがあります。
　今でこそ私たちにとってもなじ

み深くなった日ですが、平戸オランダ商館では
クリスマスはどのように過ごしたのか興味のあ
るとこです。そう思って、平戸オランダ商館長
の日記を見てみたのですが、見つけることがで
きませんでした。
　よく考えてみれば、その当時の日本は、禁教
令によってキリスト教に関することはご法度の
時代。オランダ商館もそのことはよく心得てい
ましたので、禁教令にふれることは行っている
はずはありません。おそらく表立ってクリスマ
スを祝うようなことはしなかったと容易に推測
されます。
　しかし、一時期平戸に設置されていたイギリ
ス商館の商館長日記にはクリスマスについて次
のような記録が見られます。
　「タカモン殿（松浦重忠）が酒二樽と魚二尾を、
王（松浦隆信）は鯨二切を、また、チャイナキャ
プテン（李旦）はシナ産の酒一壺を、ほかの隣人
たちは、ほかのささやかな品々を、贈物として
届けてくれた。クリスマスだからである」（日本
関係海外史料イギリス商館長日記　1615年12
月25日の記述より）。
　つまり、クリスマスに平戸藩主や重臣、中国
商人などから、イギリス商館にクリスマスの贈
物がされていたことがうかがえます。
　1615年といえば、すでに全国的に禁教令が出

平戸オランダ商館で
結婚50周年目の思い出を

　10月31日、平戸オランダ商
館で、結婚50周年を祝う金婚
式の記念撮影のイベントが行わ
れました。この記念撮影は、市
内外の婚礼関連業者有志で結成
した「なでしこ会」（長嶋美智代
表）が、平戸オランダ商館と平
戸での結婚式を行う魅力をア
ピールするため無償で企画した
ものです。９月からの募集で、
抽選に当たった市内３組と市外
１組の夫婦４組が好みの衣装を
着付けてもらい、撮影に臨みま
した。撮影中のみなさんは、色
鮮やかな本振袖や人生で初めて
袖を通す純白のウエディングド
レス、モーニング姿に緊張した
面持ちでした。また、夫婦４組
には、撮影後、カピタンのレム
コー・フロライクさん（市国際
交流員）から記念品としてオラ
ンダ産チューリップの球根や花
束、小物が贈られました。

クラシックの名曲が商館に響く

　10月29日、平戸オランダ商館で、「平戸オ
ランダ商館開館記念コンサート」が開催され、
市民のみなさん130人が商館内に響くクラシッ
クの名曲に耳を傾けました。コンサートには、
OMURA室内合奏団のバイオリン、フルートな
どの団員６人が出演し、「オランダ国歌」「秋」な
ど11曲を演奏しました。今回が平戸オランダ
商館内で行われる初めてのコンサートで、訪れ
た人は「商館で初めてコンサートが開かれると
聞いてきましたが、とても雰囲気がよく、より
優雅に聞こえるようです」と話してくれました。

オランダ商館で音楽の楽しさを堪能

　11月４日と５日の２日間、生月町博物館・
島の館と平戸オランダ商館で、「ながさき音楽
祭2011 ～時の旅　音の旅～」（県など主催）が
開催され、長崎市を中心に木管楽器の演奏で活
躍する「アンサンブル・POE」が出演しました。
コンサートホールのように音が響く商館で、ル
ネサンス時代の曲から最新のポップス曲、
ミュージカル曲など計26曲を演奏し、集まっ
た観客約130人を音楽で時の旅に誘っていまし
た。また、演奏だけでなく、演奏前の寸劇や歌
で会場を楽しませました。

　11月12日から12月18日（日）まで、平戸オランダ商館で、
企画展「つづられた商館の記憶～平戸と出島～」が開催され
ています。この企画展は、オランダとの交易や交流という
共通の歴史をテーマとなっています。また、企画展初日に
は、山口美由紀さん（長崎市出島復元整備室学芸員）が展示
解説を行うギャラリートークが行われ、展示品の歴史的な
価値や当時の生活の様子を分かりやすく解説しました。

平戸と長崎の共通の歴史を貴重な展示品で知る

されていますので、表立ったクリスマスの贈物
ですとは言わなかったと思いますが、12月25日
にイギリス商館にクリスマスプレゼントを送っ
たということは、平戸の人たちがキリスト教の
記念日についてある程度の知識をもっていたこ
とを見て取ることができます。
　このように、オランダやイギリス商館の歴史
を調べるときに重要となる書物などを「史料（歴
史を調べるために使う資料）」と言います。普通、
史料は信頼のおけるものから1級・2級と区別さ
れます。1級の史料は日記や手紙など、その時代
を生きた人が直接記録したものを指します。
　商館長日記は、まさに1級史料にあたります。
特に江戸時代初期の日本側の1級史料が少ないこ
とから、オランダ商館長日記はそれを補って余
りあるものといえます。
　また、日本人の習慣などにも触れられた記録
もあり、江戸時代の日本人の姿を知る手がかり
にもなります。
　
「商館長日記を読む会」が開催されています
　平戸オランダ商館では、「商館長日記を読む
会」を行っています。商館長日記を読むことで、
当時の様子やその時代に生きた人の喜びや楽し
み、苦しいこと、悲しいこと、いろいろな体験
を感じることができます。
　興味のある人は、ぜひ、ご参加ください。
○と　き　毎月第1・第3水曜日午後6時30分
○ところ　平戸オランダ商館２Ｆ多目的ルーム
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Interview

▲ガイドブック製作委員会は、子育てママの支えになれる、力にな
れるガイドブックを目指しています

　南部公民館運営審
議会委員、図書館協
議会委員、津吉わか
くさ読書会会長。
　趣味はコーラスと
茶道。とっておきの
場所は川内峠。大自
然の中で心をリセッ
トし、書や俳句など
を作り出すヒントを
得ているそうです。

生涯学習実践人
大石 　富美さん
◎上中津良町（56）
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健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
　今年の10月からママの目線から子育てに役立つ情報満載の子育てガイドブックをつ
くっています。今回、このガイドブックの表紙の「タイトル」を募集します。
　ガイドブックの作成メンバーは、子育てサークルのママたち、幼稚園の先生、保育園
の先生、放課後児童クラブの先生、社会福祉協議会の職員、保健センターの保健師で
構成する子育て応援ガイドブック制作委員会です。ガイドブックは、就学前児童がいる
家庭へ来年春ごろの配布を予定しています。　
　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ】　福祉課　子育て支援班(内線2575)

ママの声を聞かせてください

ガイドブックのタイトルを募集します

ママたちの声から生まれたガイドブック構想

ママの目線から役立つ情報を掲載！

　子ども、子育てに関する制度や事業は、保健・福祉・
教育・観光・建設などさまざまな部署が関わっています。
　これらの行政情報を一本化し整理することで、子育て
真っ最中のママたちに分かりやすく必要な情報を伝える
ことができるのではないでしょうか。
　そこで、子育てサークルのママたちから、「お出かけ
情報があれば安心して外出できるよね」また「親子でお出
かけする機会が増えれば、子育てがもっと楽しくなるね」
という話があってガイドブックを今回つくることなりまし
た。
　

　たくさんある子育ての制度・事業の中から行政情報は、
必要最小限にまとめて、妊娠から出産、育児に至るまで
の必要な手続きや助かる制度の情報や公園や飲食店な
どママたちが子どもとお出かけするときに役立つ情報な
どを紹介していきます。

　市民のみなさんになじみやすく愛着が持てるようなタ
イトルをつけることで、ママたちが自然と手に取り、何度
も読みたくなるようなガイドブックに仕上げていきます。
　１．タイトルは、簡潔で分かりやすいものにしてくださ
　　　い。アルファベットまたはカタカナ、ひらがな可能。
　　　例）大好き平戸っ子
　２．タイトル理由を90字以内で書いてください。

　「子育てガイドブックにこんな情報載せて欲しいな」と

子育てガイドブックの
　　　　　「タイトル」を募集します！

思うママの声を書いてください。
例）雨の日でも親子で遊べる施設、緊急・夜間時に診察
してくれる病院など

○応募資格　平戸市民であればどなたでも　　
○応募方法　郵便、Fax、Ｅメールで、氏名（ふりがな）、
　　　　　　年齢、性別、住所、電話番号、ペンネー
　　　　　　ムを記入の上、タイトルについてはタイト
　　　　　　ルとタイトルの理由または、意見「こんな
　　　　　　情報載せて欲しいなど」を書いてください。
　　　　　　※電話での応募は、受け付けていません。
○応募締切　12月22日（木）当日消印有効
○あて先　「子育てガイドブックタイトル募集」係（福祉課
　　　　　子育て支援班内）
　　　　　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地3
　　　　　Fax　22-4421　
　　　　　Ｅメール　 fukushi@city.hirado.lg.jp
○採用タイトル　
　5,000円相当の春日町の棚田米を１名様にプレゼン
ト。（「タイトル」の採用プレゼントであり、「ママの声」へ
の採用にプレゼントはありません）
　※子育て応援ガイドブック制作委員会で審査を行い、
　　1月下旬、採用者に直接通知します。
　　　また、子育てガイドブックの冊子に氏名（あるいは
　　ペンネーム）、町名、タイトル理由を掲載します。



国際交流員
レムコ－・フロライク

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月町中央公民館図書室 ☎53‐0541

～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

根
獅
子
町
の
切
支
丹
資
料
館
を

見
学
し
ま
し
た

■オランダ人から見た平戸

　11月18日。天気は大雨。やや強い北風。オランダでは雨の日が多いので、今日の天気でオランダを思

い出します。しかし、一番オランダを思い出すのは、私の親の話です。親が11月に平戸に来ましたので、

平戸について、いろいろ新鮮な話を聞きました。まず親がビックリしたのは、トイレの数でした。トイレ

はたくさん設置されてうれしかったですが、逆に、ごみ箱がないことにびっくりしました。ヨーロッパで

はどこでも設置されているけど、日本では自分のごみを持って帰らないといけません。それでも、道では

ほとんどゴミを見かけないことに感動していました。また別に、親は小さなお土産をあげたら、多くの平

戸の人にお返しとして立派なプレゼントをもらいましたので、困っていたみたいです。お返しという文化

は日本ほどありませんので、ちょっと申し訳ない気持ちになりましたが、平戸のみなさ

んの優しさがたっぷり伝わったみたいです。少し平戸市外へも旅行しましたが、日本

の自然の美しさに驚いていました。しかし、道路やダムは大量のコンクリートで作

られていることにも驚いていました。日本では生け花や書道など、細かなところ

に大きなこだわりがあるのに、大きな面でこだわりが少ないと両親が話し

ていました。みなさんはどう思いますか？今回の訪問で平戸の人の優し

さ、風景の素晴らしさに感動して、大満足でオランダに帰りました。

　

日
本
の
快
水
浴
場
百
選
に
も
選
ば
れ

て
い
る
平
戸
を
代
表
す
る
根
獅
子
海
水

浴
場
か
ら
少
し
入
り
込
ん
だ
静
閑
な
と

こ
ろ
に
佇
む
資
料
館
は
、
ま
る
で
往
時

の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
か
ら
ひ
っ
そ
り
と

隠
れ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
か
も
し

出
し
て
い
ま
す
。
根
獅
子
地
区
は
対
岸

の
生
月
島
と
同
じ
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁

教
以
来
の
殉
教
の
地
で
あ
り
、
明
治
６

（
１
８
７
３
）
年
に
禁
教
令
が
解
か
れ

た
後
も
、
地
域
の
信
者
の
人
た
ち
は
表

面
上
、
仏
教
徒
と
な
り
納
戸
神
（
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
）
の
信
仰
を
続
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
切
支
丹
資
料
館
は
、

近
年
そ
う
し
た
信
仰
の
あ
り
方
を
顕
彰

し
、
祭
具
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
将
来

に
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
昭
和
57
（
１
９
８

２
）
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
館

内
は
２
０
４
㎡
と
そ
れ
ほ
ど
広
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
の
経

過
や
信
者
の
苦
悩
、
弾
圧
の
足
跡
な
ど

が
時
系
列
的
に
解
説
し
て
あ
り
、
ま
た

信
者
の
人
た
ち
が
残
し
て
く
だ
さ
っ
た

貴
重
な
資
料
か
ら
は
、
ま
さ
に
当
時
の

歴
史
的
背
景
が
思
い
浮
か
び
あ
が
る
よ

う
な
厳
粛
か
つ
重
々
し
い
オ
ー
ラ
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
意
外
だ
っ
た
の
は
、
平

戸
港
沖
の
度
島
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

布
教
の
足
跡
で
す
。
15
カ
所
も
の
史
跡

が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
事
実

を
度
島
地
区
の
人
た
ち
や
地
元
の
小
中

学
校
で
き
ち
ん
と
周
知
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
今
後

の
両
地
区
の
交
流
な
ど
に
期
待
し
ま
す
。

　

切
支
丹
資
料
館
の
入
場
料
は
大
人
２

０
０
円
、
休
館
日
は
水
曜
日
、
開
館
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
で
す
。☎
28-

０
１
７
６

▲数々の貴重な資料からは当時
の厳しい弾圧の足跡を思い浮か
べさせるオーラを感じました。

このコーナーは、市長が初体験した平戸の魅力を、広く市民のみなさんにも参画し、体験してもらうためのコラムです。

vol.23

▲切支丹資料館は根獅子の
浜海水浴場の近くです。（所
在地：大石脇町1502-1）

魅
力
溢
れ
る
平
戸
。み
な
さ
ん
は
本
物
の
平
戸
を
体
験
し
て
い
ま
す
か
？

黒
田
市
長
の
平
戸

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

　カピタンの日記とは・・・

「400年前には平戸オランダ商館のカピタン

が日記を書きましたので、それを再現し、

カピタンから見た平戸やオランダの文化の

違いや説明をこのコーナーで提供します。」

き  

り    

し   

た  

ん

◎休館日／６日　、13日　、20日　、25日　
　　　　　27日　～１月３日　（年末図書整理、年末年始）

平

永

大 生

南
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　「平氏にあらずんば人にあらず」。
平家の全盛期を築いた清盛が見つめ
たものとは…。武士として初めて太
政大臣となり、また安徳天皇の祖父
として、時代に君臨した男の64年の
生涯。来年の大河ドラマの主人公を、
関連資料や絵巻などの図版とともに
紹介しています。

　「セーターを編みたいけれど、肩・
脇とじや袖つけが面倒だわ」。そんな
あなたにぴったりの、丸ヨークとラ
グランスリーブの棒針編み簡単ニッ
トを紹介しています。初めてでも編
める詳しいプロセス解説付きのこの
本で、今年の冬は、あったか編み物
にチャレンジしませんか。

『平清盛　王朝への挑戦』
編／高橋昌明
出版社／平凡社

出版社／日本ヴォーグ社

『とじ・はぎなし
  ネックから編むセーター』

　日ごろ、何気なく繰り返している
行為「食べること」。そんな中、ふい
に訪れる奇跡のような食卓がありま
した。大好きな人と一緒に食べる幸
福な食事の情景は、読み手の心に深
い感動を誘います。７つの物語が、
そっとあなたを温めてくれます。

著／小川糸
出版社／新潮社

　サンタの工房、真冬の舞踏会、ク
リスマスパーティー…。１年で一番
わくわくするクリスマスは、サンタ
も助手も準備で大忙し。たくさんの
絵さがしと、カラフルなイラストが
魅力のクリスマス絵本です。

『1001のクリスマスを
　　　　　　さがせ！』
作／アレックス・フリス
絵／テリ・ガウアー、訳／荒木文枝
出版社／ PHP研究所

　雪だるまのスノーぼうやは、動き
たくってたまらないのに、まわりの
雪だるまたちに止められてしまいま
す。ある日、思い切って体を動かし
て走ってみたスノーぼうやが向かっ
た先には…。

『ゆきだるまのスノーぼうや』

小学校二年のとき、佐賀で、ばあちゃ
んと暮らすことになった、洋七くん。
ばあちゃんは、貧乏だけど、そこぬ
けにあかるくて、がばい（すごい）人
だった！すこしまえの日本に、本当
にあったお話です。

『佐賀のがばいばあちゃん 1
 ～ばあちゃんとの出会い～』
作／島田洋七、絵／はたこうしろう
出版社／徳間書店

作／ヒド・ファン・ヘネヒテン
訳／のざかえつこ
出版社／フレーベル館

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
　※24日　は、クリス
　　マスのおはなし会
　　を開催します。

平戸図書館 ☎22‐4017

●１２月の主なもよおし●
■おはなし会／おはなし会／３日　・17日　・24日　３日　・17日　・24日　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室
■折り紙あそび／折り紙あそび／ 10日　　午後２時～10日　　午後２時～
　　　　　市ふれあいセンター児童室　　　　　市ふれあいセンター児童室
■クリスマスおたのしみ会／クリスマスおたのしみ会／ 23日　　午前10時～23日　　午前10時～
　　　　　市ふれあいセンター児童室　　　　　市ふれあいセンター児童室

■おはなし会／３日　・17日　・24日　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室
■折り紙あそび／ 10日　　午後２時～
　　　　　市ふれあいセンター児童室
■クリスマスおたのしみ会／ 23日　　午前10時～
　　　　　市ふれあいセンター会議室

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土 土

土

水

■クラフト教室／ 10日　午後２時～
　　　　　　　　　　　北部公民館大ホール
■赤ちゃんおはなし会／ 14日　 午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館 和室大

土

●１２月の主なもよおし●

◎休館日／６日　、13日　、20日　、
　　　　　27日　～ 1月3日　（年末図書整理、年末年始）

日

金

火

火

火 火

火

火

火 火

火 火

平

田

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『あつあつを召し上がれ』
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▲９月17日平戸オランダ商館開館にて、秋篠宮同妃両殿下と
オランダ船「デ・リーフデ号」をご覧になる古森会長

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

９
月
17
日
の
平

戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開
館
記
念
式
典
に
は
遠

路
平
戸
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
度
、

オ
ラ
ン
ダ
船「
デ
・
リ
ー
フ
デ
号
」の
精

巧
な
展
示
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
心
よ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

日
蘭
協
会
長（
古
森
重
隆
）　

当
日
は
天
気

が
良
す
ぎ
て
夏
日
を
思
わ
せ
る
炎
天
下
と

な
り
、
か
え
っ
て
思
い
出
深
い
日
と
な
り

ま
し
た
ね
。
お
贈
り
し
ま
し
た
船
の
模
型

は
、
日
蘭
協
会
の
依
頼
に
よ
り
、
東
京
上

野
に
あ
り
ま
す
国
立
博
物
館
で
長
い
間
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
先
ご
ろ
国
立
博

物
館
よ
り
引
き
取
り
、
私
ど
も
で
保
管
し

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
度
の
平

戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
開
館
に
際
し
、
協
会

の
事
務
局
に
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
平
戸

で
展
示
さ
れ
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断

し
、
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

平
戸
市
長　

そ
れ
ほ
ど
価
値
の
あ
る
も
の

を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
当
日
が
初
め
て
の
平
戸
訪
問

だ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
が
、
印

象
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

古
森
会
長　

と
て
も
美
し
く
雄
大
な
自
然

景
観
に
恵
ま
れ
、
歴
史
的
な
風
格
が
そ
の

ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統
的
な
重
み

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
昼
食
会
場
の

ホ
テ
ル
か
ら
は
平
戸
城
、
平
戸
大
橋
、
寺

院
や
教
会
の
尖
塔
も
見
え
て
感
動
的
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
魚
が
お
い
し
い
ね（
笑
）。

こ
れ
だ
け
の
魅
力
を
も
っ
と
宣
伝
さ
れ
た

ら
良
い
と
思
い
ま
す
の
で
市
長
さ
ん
も
若

さ
を
発
揮
し
て
、
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
に
汗
を

流
し
て
く
だ
さ
い
よ（
笑
）。

平
戸
市
長　

力
強
い
応
援
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
通
り
、
ま
だ
ま

だ
宣
伝
活
動
が
足
り
な
い
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
平
戸
物
産
の
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
て
、
平

戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開
館
か
ら
１
週
間
を

「
平
戸
和
蘭
W
E
E
K
」と
位
置
づ
け
次
の

土
日
は「
平
戸
”
新
あ
ご
“
祭
り
」を
開

催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
２
日
間
で
１
万
５

千
人
を
超
す
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
も

開
館
１
週
間
後
に
は
来
館
者
５
千
人
を
達

成
す
る
な
ど
、
相
乗
効
果
が
も
た
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

古
森
会
長　

私
も
長
崎
県
出
身
な
の
で

「
あ
ご
」の
お
い
し
さ
は
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は「
五
島
う
ど
ん
」が
健
闘
し
て

い
て
、
そ
ち
ら
が「
あ
ご
だ
し
」で
売
っ

て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
実
際
は
平
戸
が
盛

ん
だ
っ
て
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
は
健
康
志
向
が
強
い
の
で
、
少
し
は

高
額
で
あ
っ
て
も
お
客
様
は
評
価
し
て
く

だ
さ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

平
戸
市
長　

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
平
戸
の
素
晴
ら
し
い

食
材
も
全
て
市
場
ま
か
せ
で
、
付
加
価
値

戦
略
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

原
因
は
、
平
戸
で
生
産
さ
れ
る
種
類
が
多

す
ぎ
て「
い
つ
で
も
同
じ
も
の
が
取
れ

る
」「
毎
回
同
じ
分
量
を
供
給
で
き
る
」と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
大
前
提
が
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
で
も
こ
れ
か
ら
は

「
平
戸
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
、
平
戸
な

ら
で
は
の
魅
力
を
付
加
価
値
に
し
て
商
品

取
引
が
で
き
な
い
か
関
係
者
と
検
討
協
議

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
際
の
中

核
的
施
設
が
来
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定

の「
田
平
港
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
活
性
化

施
設
」で
す
。

古
森
会
長　

そ
こ
の
立
地
条
件
は
ど
の
よ

う
な
場
所
で
す
か
？ 

平
戸
市
長　

平
戸
大
橋
の
ふ
も
と
の
港
湾

施
設
内
で
、
対
岸
に
平
戸
城
や
平
戸
オ
ラ

ン
ダ
商
館
が
見
え
る
景
勝
地
で
す
。
そ
ば

に
は
国
道
２
０
４
号
が
接
続
し
て
い
ま
す

し
、
日
本
最
西
端
の
駅
で
あ
る
松
浦
鉄
道

の「
た
び
ら
平
戸
口
駅
」か
ら
も
数
分
で

移
動
で
き
る
距
離
で
、
大
島
村
と
の
定
期

船
も
接
続
し
て
い
ま
す
。

古
森
会
長　

私
た
ち
が
事
業
を
展
開
し
て

い
く
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
４
Ｐ
で
す
。

そ
れ
は
、
ま
ず「
プ
ロ
ダ
ク
ト
」、
つ
ま
り

商
品
そ
の
も
の
。
次
に「
プ
ラ
イ
ス
」、
値

段
で
す
ね
。
高
す
ぎ
て
も
安
す
ぎ
て
も
い

け
な
い
、
い
わ
ゆ
る
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
価
格

設
定
で
す
。
そ
し
て「
プ
レ
イ
ス
」、
場
所

で
す
。
ど
こ
で
売
る
か
、
ど
う
い
う
ル
ー

ト
で
売
る
か
は
重
要
な
要
素
で
す
。
最
後

に「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」、
宣
伝
活
動
で
す
。

も
ち
ろ
ん
口
コ
ミ
っ
て
い
う
の
は
重
要
な

要
素
で
す
が
、
い
か
に
事
業
者
が
Ｐ
Ｒ
戦

略
を
主
体
的
か
つ
戦
略
的
に
進
め
て
い
く

か
が
大
事
で
す
。
宣
伝
っ
て
い
う
の
は
目

先
の
計
算
で
は
計
れ
な
い
難
し
い
商
業
活

動
な
ん
で
す
よ
。
で
も
意
外
に
宣
伝
の
方

法
に
よ
っ
て
は
事
業
成
果
が
確
実
に
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
平
戸
の
魅
力
を
い
か
に

売
り
込
む
か
、
市
長
さ
ん
に
期
待
し
た
い

で
す
ね
。

平
戸
市
長　

貴
重
な
ご
助
言
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
４
Ｐ
と
い
う
の
は
、

大
事
な
ア
イ
テ
ム
で
す
ね
。
平
戸
は
日
本

最
西
端
と
い
う
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、「
プ
レ
イ
ス（
場
所
）」で

は
決
し
て
有
利
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
今
、

福
岡
経
済
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
し
て
官
民
一
体
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

雄大な自然、おいしい食材の平戸に感動！～改革精神を持って平戸のＰＲに励んでほしい～

古
森
会
長　

そ
れ
か
ら「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」い
わ
ゆ
る
技
術
革
新
が
大
事
で
す
。

ひ
と
つ
成
功
す
る
と
人
間
っ
て
い
う
の
は

す
ぐ
甘
え
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の

ま
ま
成
功
の
状
態
が
続
く
と
勘
違
い
し
て

し
ま
う
。
で
も
市
場
は
そ
ん
な
に
甘
く
は

な
く
、
私
た
ち
は
常
日
ご
ろ
、
さ
ら
に
良

い
も
の
に
ど
う
す
れ
ば
変
わ
れ
る
か
と
い

う
改
革
精
神
を
も
っ
て
事
業
を
見
つ
め
て

い
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
す
ぐ
淘
汰
さ

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
厳
し
い
世
界
で
す
よ
。

平
戸
市
長　

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
た
い

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
た
く

さ
ん
の
市
の
事
業
が
実
施
さ
れ
る
ご
と
に

「
反
省
」と「
検
証
」を
具
体
的
に
厳
し
く

行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
市
政
運
営

に
反
映
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
森
会
長　

そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
平
戸

の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
た
ら
い
い
で

す
ね
。
長
崎
県
や
県
内
の
自
治
体
と
連
携

し
、
北
海
道
や
沖
縄
の
よ
う
に
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
を
し
た
ら
い
い
。
私
も
長
崎
県
出
身

の
上
場
企
業
の
経
営
者
や
財
界
関
係
者
に

協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
の
で
、
お
手
伝
い

す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
戸
市
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
も
貴
重
な
お
時
間
を
割
い
て
い
た
だ

き
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
平
戸
市
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
船「
デ
・
リ
ー
フ
デ
号
」

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
寄
贈

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
「
４
Ｐ
」

そ
の
中
身
と
は
？

食
の
宝
庫
・
平
戸

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
信

今回のお相手・古森　重隆さん
　昭和14年生まれ。長崎県出身。富士フイルムホール
ディングス株式会社代表取締役社長・CEO、日蘭協会会長。
　富士フイルム社長として長年にわたりオランダにおいて
欧州全体に対する幅広い経済活動を展開してきたことと環
境保全に努めてきたことに加え、オランダの大学などの公
共機関と提携して教育・R&D（研究・開発）を推進。また、
両国の文化、経済交流の促進に努めたことや「日本・オラ
ンダ年2008-2009」への多大な貢献などが評価され、
2010年にはオランダ王国ベアトリックス女王から「オレン
ジ・ナッソー勲章・コマンダー章」を受章されました。
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☆まちの話題！Photoコーナー

　10月18日、梅崎神社
の例大祭「薄香くんち」が
行われました。薄香湾内
を御神体が船で下り、お
上りの武者行列には保育
園児らも参加しました。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

薄香くんちでにぎわう オランダ製自転車で走破！

　10月27日、長崎市の
岸川信吾さんと松添和志
さんが、オランダゆかり
の地・長崎から平戸を自
転車で走り、平戸オラン
ダ商館にゴールしました。

▼

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選でペア15名様
に上記商品をプレゼント。応募締切は12月20日（火）
当日消印有効です。当選の発表は、商品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　市長公室政策推進課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

10
月
22
、
23
日
に
開
催
さ
れ
た「
平
戸

く
ん
ち
城
下
秋
ま
つ
り
」に
出
か
け
ま
し

た
。
各
お
店
が
と
て
も
お
い
し
そ
う
な
お

料
理
を
出
し
て
い
て
、
本
当
に
目
移
り
し

ま
し 

た
。
姉
妹
・
交
流
都
市
で
あ
る
北

海
道
枝
幸
町
か
ら
来
た
海
産
物
を
た
く
さ

ん
買
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
ど
れ
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
う
素
敵
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
と
財
布
の
紐
を
ど
ん
ど
ん

ゆ
る
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
食
の
ほ
か
に

も
、
猿
回
し
を
見
た
り
し
て
、
大
変
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
市

や
商
工
会
議
所
の
職
員
さ
ん
、
そ
し
て
各

関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
福
ね
こ　

31
歳
女
性
）

●

　

平
戸
く
ん
ち
城
下
秋
ま
つ
り
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
母
、
娘
と
そ
の
友
人
の
女
子

ば
か
り
で
、
お
い
し
く
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
め
ろ
ん
ぱ
ん　

40
歳
女
性
）

●

　

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
行
き
ま
し

た
。
午
前
中
は
絵
本
作
家
さ
ん
と
一
緒
に

マ
イ
バ
ッ
ク
作
り
。
午
後
か
ら
は
図
書
館

に
つ
い
て
講
演
会
。
そ
の
ほ
か
、
ロ
ビ
ー

で
は
く
じ
引
き
や
図
書
廃
棄
本
の
無
料
配

布
も
あ
り
ま
し
た
。
講
演
会
を
聞
い
て
、

図
書
館
は「
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
て
、

安
心
、
安
全
、
快
適
な
場
所
」で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
公
民
館
の
併
設
で
も
っ
と

市
民
が
集
う
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
妊
婦
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
ま
た
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
魅

力
的
な
図
書
館
で
、
全
国
か
ら
視
察
に
来

る
よ
う
な
素
敵
な
建
物
に
な
れ
ば
、
市
民

と
し
て
自
慢
で
す
。　（

Ｆ
・
Ｍ　

44
歳
女
性
）

●

　

11
月
号
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
取

り
上
げ
ら
れ
た「
カ
フ
ェ
く
ま
ざ
わ
」は
、

知
る
人
ぞ
知
る
名
店
で
、
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
中
、
絶
品
の
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
や
、

味
わ
い
深
い
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
お
す
す
め
で
す
。

（
遊
歩
人　

55
歳
男
性
）

●

　

先
日
、
兵
庫
県
の
同
級
生
に
平
戸
の
味

と
と
も
に
広
報
ひ
ら
ど
９
・
10
月
号
を
送

り
ま
し
た
。「
平
戸
の
こ
う
い
う
物
を
見

た
か
っ
た
ん
よ
。
す
ぐ
に
で
も
帰
り
た
く

な
っ
た
よ
。
あ
な
た
は
平
戸
に
住
め
て
る

こ
と
が
一
番
の
幸
福
よ
」と
の
こ
と
。
ご

め
ん
な
さ
い
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
私
。
明
日
か
ら
平
戸
に
感
謝
。

（
ア
ユ
タ
の
母　

67
歳
女
性
）

●

　

毎
回
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
平
戸
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｔ　

男
性
）

●

　

10
月
22
日
に
行
わ
れ
た
お
祭
り
で
、
平

戸
の
お
い
し
い
物
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
お
祭
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｔ　

女
性
）

●

　

最
近
、
孫
が「
マ
ン
マ
」や「
バ
イ
バ
イ
」

な
ど
を
覚
え
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
か
わ
い
い
で
す
。
も
う
す
ぐ
歩

く
か
な
？
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

（
Ｔ
・
Ｔ　

女
性
）

●

　

も
う
す
ぐ
２
人
目
を
出
産
の
予
定
で
す
。

生
ま
れ
た
ら
お
兄
ち
ゃ
ん
と
平
戸
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
を
食
べ
に
行
っ
た
り
、
平
戸
を
ド
ラ

イ
ブ
す
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
平

戸
最
高
！

（
Ｈ
・
Ｙ　

26
歳
女
性
）

●

　

先
日
、
４
歳
に
な
る
娘
が
、
幼
稚
園
の

み
ん
な
と
一
緒
に
、
火
災
予
防
啓
発
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。
商
店
街
の
人

た
ち
も
大
勢
、
沿
道
か
ら
手
を
振
っ
て
く

だ
さ
り
、
そ
の
声
援
に
元
気
を
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
も
消
防
署
か
ら
交
流
広
場
ま

で
歩
き
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
少
々

肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
温
か
さ
と
娘
の
成
長
を
感
じ
た
１
日
で

し
た
。

（
あ
ん
こ
・
き
な
こ
・
だ
っ
こ　

39
歳
女
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
２
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、12通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

▲11月13日に開催された「第27回大島村ふるさと祭り」からの一コマ▲11月13日に開催された「第27回大島村ふるさと祭り」からの一コマ
猶興館高校大島分校の生徒による「大島戦隊分校レンジャー」ショー猶興館高校大島分校の生徒による「大島戦隊分校レンジャー」ショー
▲11月13日に開催された「第27回大島村ふるさと祭り」からの一コマ
猶興館高校大島分校の生徒による「大島戦隊分校レンジャー」ショー

手打ち蕎麦　冨喜
「平戸あごだし定食」のお食事券を
　　　　　　　　15名様にプレゼント！
　手打ち蕎麦冨喜は、江戸時代、城下の台所を担った
魚の棚町に創業して100年以上の歴史があります。こ
こ冨喜の自慢の逸品は、「平戸あごだしラーメン」。平
戸産の最高級焼あごを惜しげもなく使い、大鍋で約2
時間じっくり炊き上げています。焼あごのうま味が凝
縮された黄金色のスープは、一口飲むとあっさりとし
ていますが口の中いっぱいに焼あごの香ばしさとコク
が広がります。今回は、この「平戸あごだしラーメン」
とあごだしを使った「いなりずし」「だし巻き玉子」「小
鉢（ひじき）」をセットにした冨喜の新定食「平戸あごだ
し定食」のお食事券を15名様にプレゼントします。寒
い季節に心と体が温まる一杯を味わってみませんか。
　◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　手打ち蕎麦　冨喜
　〒859-5117　平戸市魚の棚町332番地1
　TEL　22-3303
　ホームページアドレス　http://teuchisoba-fuki.jp/　



■■活動ＤＡＴＡ■■

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「アンサンブル・パレストリーナ」「大航海時代の平戸に思いをはせながら」
　アンサンブル・パレストリーナは2009年創設。「平戸

オランダ年」という記念すべき年に立ち上げた宗教音楽を

アカペラで歌う混声合唱団です。団名は、400年前の大

航海時代のイタリアの作曲家パレストリーナから命名し

ました。私たちは当時流行した「ポリフォニー」という形

式のミサ曲を中心に練習しています。「ポリフォニー」と

は、４声がカノンのように追いかけっこをしているよう

な感じですが、同じ旋律を追いかけているのではなく、

それぞれが主役となって微妙に違う旋律

でハーモニーを生み出していきます。教

会のように響くところで歌うととてもす

てきな音色になります。今年３年目を迎

え、最初はポリフォニーをつかむのに精

一杯でしたが、少し理解できるようにな

りました。今後は他のジャンルの歌や楽

器とのコラボも取り入れて幅の広い演奏

ができればと思っています。団員募集中。
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「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

「なかよしおやこフォト」
発行月にお誕生日を迎える６歳まで（未就学児に限る）のお子さんとそのご両親、またはどちらか一方を募集します。掲
載は、先着２組の家族まで。申込期限は、発行月前の15日です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。
○応募方法　写真に名前・住所・電話番号・メッセージ、家族紹介文を添えて郵便、またはＥメールにてご投稿ください。
※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。

あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　市長公室秘書広報班　E-Mail kouhou@city.hirado.lg.jp

vol.
　18

なかなか
よしよしおやこおやこ

フォトフォト

なか
よしおやこ

フォト
おやこ
フォト

ひ
らど

「田助小学校音楽部」「明るく！楽しく！元気に！」
　私たち田助小学校音楽部は、『明るく！元気に！』を

モットーに現在２年生から６年生までの17人で活動して

います。再結成２年目に入り、ハンドベルだけでなく、合

唱にも力を入れています。はじめは難しかったハーモニー

づくりも少しずつ慣れ、ソプラノとアルトの音の重なりを

感じながら歌うことができるようになってきました。地域

のイベントにも参加するなど発表の場が増えたことで、

17人の心をひとつにして目標をもって練習ができるよう

になりました。これからもハンドベルの演奏や合唱で音楽

の楽しさが伝わるように、美しいハーモニーをつくってい

きたいと思います。

　みんなで心を合わ

せ、明 る く！楽 し

く！元気に！活動し、

たくさんの人に喜ん

でいただけるよう頑

張ります。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎週木曜日19：30 ～ 21：00
活動会場／北部公民館
対 象 者／歌が好きな人はどなたでも
連 絡 先／世話人　森　公子（☎23-3131）
部 員 数／ 15人
※練習日・場所は変更になることがあります。
　見学ご希望の人は必ず事前に連絡を。

校　　長：杉山邦博

顧　　問：石橋京子、橋田  薫

部　　長：山本優香

部 員 数：17人

前田 英昭さん・育子さん  （田平町下寺免）
隼都くん、彩花ちゃん（H17.４.28生）、
愛衣ちゃん（H19.12.21生）

「いつでも明るい笑顔でいてね」　

■呼び方 「まな」

■好きな遊び 「いないいないばぁ」

■興味を持ち始めたこと 「アンパンマン」

■天使のしぐさ 「満面の笑み」

　愛那はいつも食欲旺盛で、お姉ちゃんのご飯まで
食べようとします。また、自分の周りにあるものが
気になって、ティッシュペーパーを箱から引っ張り
出したり、バッグの中身を出してしまったりと、い
たずら盛りの真っ最中です。でも、笑顔や寝顔を見
ると癒されます。最近は「バイバイ」や「まんま」を言
うようになって、自分の意志を伝えるようになりま
した。姉妹でおもちゃの取り合いをすることもあり
ますが、大きくなっても仲の良い姉妹でいてね。

個性豊かで元気な３人です

■呼び方 「あおちゃん」「あおいちゃん」

■好きな遊び 「ぬり絵」「お絵かき」

■興味を持ち始めたこと 「ポケモン」「たまごっち」

■天使のしぐさ 「正座してテレビを見る姿」

　21日で４歳になる愛衣です。３人きょうだいの
末っ子なので、最近、お姉ちゃんにあこがれている
のか、お人形を赤ちゃんに見立ててお世話をしてい
ます。
　保育園では、大好きな担任の先生のまねをして遊
んでいるようです。ちょっと泣き虫で、でも負けず
嫌いの愛衣。おもしろいお兄ちゃんの隼都と、とっ
ても優しいお姉ちゃんの彩花と３人で笑顔いっぱい
の毎日を過ごしてね。お誕生日おめでとう！

まえ だ 　ひであき

池田 達法さん ・優子さん（田平町山内免）

穏那ちゃん・愛那ちゃん（H22.12.12生）

いけ だ　たつのり 　　ゆう こ

しず な ま　な

あ お い

ま  な

はや と

あや か
はや と

あおい

あや か

いく こ



平戸市からのお知らせ

※30日は
　午後３時30分まで

休　み

　

収
集
日
の
確
認
を
！

　

年
末
年
始
の「
ご
み
・
し
尿
収
集
」

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
環
境
交
通
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
８
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『
年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
』

　

年
末
・
年
始
の
収
集
日
は
、
下
記
一
覧
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
各
地
区
で
収
集
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
平
戸
地
区
は
、
年
始
の
収
集
開
始
日

が
行
政
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】

　

▼
12
月
31
日（
土
）か
ら
平
成
24
年
１
月
３

　
　

日（
火
）ま
で
は
、
各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

　
　

シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い

　
　

し
ま
す
。

　

▼
粗
大
ご
み
の
回
収
や
し
尿
の
汲
取
り
は
、

　
　

決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い

　
　

し
ま
す
。

　

▼「
警
告
シ
ー
ル
」が
貼
ら
れ
回
収
さ
れ
ず
に

　
　

い
る
ご
み
袋
は
、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用

　
　

者
の
責
任
で
、
12
月
12
日（
月
）ま
で
に

　
　

分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▼
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

　
　

す
の
で
、
必
ず
穴
を
空
け
て
袋
に
入
れ
て

　
　

く
だ
さ
い
。
電
池
を
使
用
す
る
機
器
な
ど

　
　

は
、
必
ず
電
池
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

◎年末・年始ごみ収集カレンダー

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く）

12月19日
12月20日
12月21日
12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日
12月29日
12月30日

1月  4日

1月  5日

1月  6日

月
火
水
木
祝・金
土
日
月
火
水
木
金

水

木

金

月日

地区名 地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予　約　締　切　日　な　ど収集の種類

曜日 燃えるごみ・生ごみ 資源ごみ等

平戸地区

燃えるごみ 資源ごみ等 燃えるごみ 不燃ごみ

生月・田平地区 大島地区北松北部
クリーンセンター
（個人持込）

大島村
クリーンセンター
（個人持込）

全地区収集 休　み

休　み

休　み 休　み

平常収集

平常収集

平常収集

平常収集

受入可

受入可

休　み

受入可

受入可

浄　化　槽　汚　泥　

浄　化　槽　汚　泥

浄　化　槽　汚　泥　

し　尿　

し　　　　尿

し　尿

し尿・
浄化槽汚泥

粗　大　ご　み

（有）平戸清掃
中部清掃（有）平田
（株）谷山清掃
赤木衛生設備
（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）鶴丸設備
（有）松尾設備
（有）生月衛生社
生月清掃事業所

（有）新北松衛生社

（有）吉田環境衛生設備工業

大島村クリーンセンター

（有）鶴丸設備

☎23-2210
☎28-2114
☎27-0030
☎25-2310
☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎23-3629
☎22-3351
☎53-2282
☎53-0214

☎0956-65-2766

☎0956-76-2351

☎55-2007

☎23-3629

11月28日（月）～12月10日（土）まで予約を受け付けます。
12月12日（月）～12月22日（木）まで予約を受け付けます。

12月29日（木）午後～1月4日（水）まで休みます。

12月9日（金）までに予約が必要です。
１月４日（水）から平常収集となります。

12月12日（月）までに予約が必要です。
１月４日（水）から平常収集となります。

12月29日（木）～1月3日（火）まで休みます。
12月31日（土）～1月3日（火）まで休みます。
12月12日（月）までに予約が必要です。
12月29日（木）～1月3日（火）まで休みます。
12月28日（水）までに電話連絡ください。
12月30日（金）～1月4日（水）まで休みます。

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区
12月29日（木）～１月3日（火）まで休みます。

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

平常収集
平常収集

休　　　　　み

12/31（土）～１/3（火）までの間は、収集業務および施設の受け入れは、休みます。

※北松北部クリーンセンターの12月の休日受入は、23日（金）となっています。

平 常 収 集

平 常 収 集

休　み 全地区収集

全地区収集

平常収集

平常収集

臨時収集 臨時収集

平常収集

平常収集

受入可

受入可

平常月･木地区

平常火･金地区

神浦・前平・西宇戸
的 山 ・大根坂

北 部 地 域
中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域

北 部 地 域

中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域
 

生 月 地 域
山 田 地 域

「
田
平
港
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
活
性
化
施

設
」が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ン
日
が
決
定

　

平
戸
瀬
戸
を
一
望
で
き
る
田
平
港
に
整

備
を
進
め
て
い
た「
田
平
港
シ
ー
サ
イ
ド

エ
リ
ア
活
性
化
施
設
」が
11
月
末
で
完
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
性
化
施
設
に
は
、
平
戸
産
品
を

販
売
す
る
直
売
所（
施
設
１
階
）と
平
戸

の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン（
施
設
２
階
）の
ほ
か
、
観

光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
設
置
し
、
平

戸
の
玄
関
口
と
し
て
の
観
光
・
物
産
の
情

報
発
信
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
施
設
で
の
販
売
に
と
ど

ま
ら
ず
、
福
岡
を
中
心
と
し
た
市
外
へ
の

流
通
販
売
の
拠
点
と
し
て
も
位
置
づ
け
て

お
り
、
今
後
、
平
戸
の
農
林
水
産
物
・
加

工
品
な
ど
の
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
、
来
年
２
月
25
日

（
土
）に
決
定
し
、
現
在
、
準
備
を
進
め
て

お
り
、
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
、「
シ
ー

サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
大
会
」を
開
催
す
る
よ

う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
予
定
の「
つ
ば
き
物
産
展
」や
田
平
地

区
活
性
化
協
議
会
に
よ
る
日
の
浦
地
区
商

店
街
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
、
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
を

中
心
に
田
平
地
区
が
一
体
と
な
っ
て
市
民

の
み
な
さ
ん
と
観
光
客
を
お
迎
え
す
る
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

田
平
港
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
活
性
化
施
設

の
愛
称
が「
平
戸
瀬
戸
市
場
」に
決
定

　

施
設
の
愛
称
に
つ
い
て
、
市
内
外
か
ら

１
０
７
点
の
応
募
が
あ
り
、
眺
望
や
地
域

の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
か
ら
施
設
の
愛
称
を

「
平
戸
瀬
戸
市
場
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
の
ロ
ゴ
も
施
設
の
愛
称
や

施
設
か
ら
見
え
る
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
平
戸
の
鯨

文
化
な
ど
か
ら
鯨
の

尾
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

デ
ザ
イ
ン
に
決
定
。

　

こ
れ
か
ら
オ
ー
プ

ン
に
向
け
、
こ
の
施

設
の
魅
力
を
積
極
的

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

平戸の産業振興の新たな拠点へ

田平港シーサイドエリア
　　　　　  活性化施設

田平港シーサイドエリア活性化施設の概要
●事業目的　市内の優れた地場産業の　
　　　　　　消費拡大と交流人口の増　
　　　　　　加による地域活性化

【構造】　鉄筋コンクリート造２階建
【面積】　約1,200㎡
【機能】　農林水産物直売所・レストラン・
　　　　観光案内・展望デッキ

平戸の玄関口といえる田平港から食、物産の魅力を発信。
【問い合わせ先】　商工物産課物産振興班　☎内線2278

▲鯨の尾をSEASIDE MARKETの頭
文字「Ｓ」と「Ｍ」で表現したロゴ

完
成
完
成
完
成

一緒に魅力ある直売所を目指しませんか
　田平港シーサイドエリア活性化施設利用組合は、
現在組合員も100人を超え、組合役員を中心に施設
の運営やオープンに向けた準備を進めています。
　魅力的な直売所にするためには、より多くの平戸
産品を揃える必要があり、引き続き組合員を募集し
ています。みなさんのご加入をお待ちしています。
○申込期限　12月28日（水）
○入 会 金　　１万円
○入会申込　商工物産課、各支所産業建設課・各出張所

【撮影：11月22日】
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募　

集
申
・
問
観
光
課
観
光
振
興
班

　
　
　

☎
内
線
２
２
７
３

「
ま
ち
か
ど
観
光
案
内
所
」２
次
募

集
を
行
い
ま
す

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
７
３

福
祉
課
で
は
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
に
つ
い
て

問
水
道
局
給
水
班

　

☎
内
線
２
８
１
１

問
税
務
課
住
民
税
班

　

☎
内
線
２
５
４
７

市
税
の
電
子
申
告（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
・ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
）が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
９

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

問
消
防
本
部
総
務
課

　

☎
内
線
２
１
４
５

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
制
服
を
統
一

し
ま
し
た

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
３ 

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

＜第４期申請＞

申請期間

対 象 者

貸 出 日

貸出台数

12月５日（月）～ 20日（火）

市内に住所を有する、平成24年１月
１日～３月31日に赤ちゃんを出産予
定の保護者

平成24年１月４日（水）以降

ベッド10台、バス10台、スケール
（体重計）20台

　

・
森
酒
造
場（
新
町
）

　

・「
カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
」ラ
・
バ
レ
ン
ヌ

　
　
（
岩
の
上
町
）

　

・
平
戸
ゲ
ス
ト
オ
フ
ィ
ス
な
か
ま（
大
久
保

　
　

町
）

　

・
俵
屋
商
店（
大
久
保
町
）

　

・
大
福
ま
ん
じ
ゅ
う
屋（
生
月
町
南
免
）

「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
開
催
し
ま
す

　
「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
」は
、
子
育
て
で
抱
え
て
い
る
悩
み
や
関

心
の
あ
る
こ
と
を
参
加
者
同
士
で
話
し
合
い
、

自
分
に
あ
っ
た
自
信
を
持
て
る
子
育
て
の
仕
方

を
見
つ
け
る
講
座
で
す
。

○
と　

き　

平
成
24
年
１
月
11
日（
水
）〜
２

　

月
29
日（
水
）の
毎
週
水
曜
日（
全
８
回
）午

　

前
10
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

あ
い
ち
ゃ
ん
広
場（
愛
の
園
保
育

　

所
内
）

○
対
象
者　

０
歳
〜
５
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
親

○
募
集
人
数　

10
人
〜
14
人（
先
着
順
）

○
申
込
締
切
日　

12
月
28
日（
水
）

　

申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
福
祉

課
子
育
て
支
援
班
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

乳
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出
事
業
の
第
４
期
募
集

に
つ
い
て

　

乳
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
保
護
者

　　　

こ
の
た
び
、
市
民
参
加
型
の
観
光
地
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
う「
ま
ち
か
ど
観
光
案
内
所
」を

開
設
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
募
集
を
行
い
、
11
件
の
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
観
光
客
な
ど
に
対
し
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
ほ
か
、
平
戸
な
ら

で
は
の
お
も
て
な
し
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。　

　

観
光
課
で
は「
ま
ち
か
ど
観
光
案
内
所
」の

２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る

人
お
よ
び
詳
し
い
説
明
が
必
要
な
人
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
ま
ち
か
ど
観
光
案
内
所

　

・
町
田
美
装
工
芸
社（
浦
の
町
）

　

・
松
口
商
店（
浦
の
町
）

　

・
有
香
製
茶（
宮
の
町
）

　

・
ラ
・
メ
ー
ル（
木
引
田
町
）

　

・
熊
屋（
魚
の
棚
町
）

　

・
平
戸
茶
園（
新
町
）

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児
用

品
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
申
請
方
法

　
　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
班
、
ま
た
は
各
支
所
市

　

民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請

　

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

最
長
１
年

　

・
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）１
〜
３
カ
月

　

・
ベ
ビ
ー
バ
ス　

１
〜
３
カ
月

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

　
　

す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
出
と
返
却
は
、
福
祉
課
子

　
　

育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
、

　
　

各
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　

法
人
・
個
人
事
業
主
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、

市
で
は
12
月
19
日（
月
）か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
に
い
な
が
ら

地
方
税
の
申
告
手
続
き
が
で
き
る
、
電
子
申
告

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
・ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）を
始
め
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　

・
個
人
住
民
税
の
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　

・
法
人
市
民
税
の
申
告

　

・
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告

　

・
そ
の
他
の
申
請
・
届
出（
法
人
設
立
・
設

　
　

置
届
出
、
異
動
届
出
、
特
別
徴
収
に
関
す

　
　

る
手
続
き
な
ど
）

○
利
用
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時　

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

利
用
方
法
な
ど
エ
ル
タ
ッ
ク
ス（
ｅ
Ｌ
Ｔ

　

Ａ
Ｘ
）に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
地
方
税
ポ
ー

　

タ
ル
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.eltax.jp/

　

12
月
13
日（
火
）か
ら
22
日（
木
）ま
で
の
10

日
間
、「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
お
よ
び
子

ど
も
・
高
齢
者
に
優
し
い
交
通
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
重
点
実
施
項
目

　

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

▼
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　
　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

日
本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）で
は
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
な
ど
の
案
内
を
、
民
間

事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
、「
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
・
日
立

キ
ャ
ピ
タ
ル
協
同
企
業
体
」が
、
電
話
や
文
書
、

個
別
訪
問
な
ど
で
納
付
の
ご
案
内
を
行
い
ま
す
。

※

委
託
事
業
者
が
、
特
定
の
銀
行
口
座
な
ど
に

　

金
銭
の
振
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

　

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
は
、
市
町
村
合
併
後
に
各

地
区
ラ
ッ
パ
隊
で
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
７
月
１
日
付
で
再
編

成
し
、
隊
員
数
31
人
で
平
戸
市
消
防
団
ラ
ッ
パ

隊
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
隊
員
の
士
気
の
高
揚
と
各
地
区
の
制

服
の
統
一
を
図
る
た
め
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
助
成
金
の
一
部
補
助
を
受
け
、
市
消

防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
制
服
を
統
一
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
平
成
24
年
平
戸
市
消
防
出
初
式
の
式

典
で
の
披
露
に
向
け
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

例
年
、
寒
波
が
襲
来
す
る
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
水
道
管
の
破
損
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

露
出
し
て
い
る
水
道
管
を
布
や
保
温
材
な
ど
で

保
護
し
、
メ
ー
タ
ー
器
ま
わ
り
を
砂
な
ど
で
保

護
す
る
な
ど
、
凍
結
に
よ
る
破
損
を
予
防
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
凍
結
し
た
水
道
管
に
直
接
お
湯
を
か

け
る
と
、
管
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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こ
の
看
板
が
目
印
で
す



「
光
の
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

平
戸
市
商
工
会
青
年
部

☎
57-

０
２
２
３

問

平
戸
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
戸
警
察
署

☎
22-

３
１
１
０

問

■10月末までの
　火災救急件数

（　）内は昨年同期（　）内は昨年同期

火災

救急

19件（23件）

1,384件（1,311件）

■10月の交通事故
件　数
死　者
負傷者
（重傷） 8名 （軽傷）71名

69件）
（０名）
（94名）

52件（
0名
79名

■ひらどふれあい福祉基金
○岩の上町　川端　實

■ひらど生き活きまちづくり基金
○中華民国台南市　許　文龍

■「やらんば！平戸」応援寄附金
○千葉県我孫子市　増山　義也
○佐賀県伊万里市　立石　純生
　　平成23年11月15日現在　
　　13件　305,000円

(敬称略)

ご協力ありがとうございました。
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12
月
４
日（
日
）か
ら
10
日（
土
）ま
で
は
人

権
週
間
で
す
。
法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
は
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
人
権

を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
み
な
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を
相
談

し
ま
せ
ん
か
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
生
月
地
区　

生
月
船
員
福
祉
会
館

　

12
月
５
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
田
平
地
区　

田
平
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　

12
月
６
日（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
大
島
地
区　

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

12
月
８
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
平
戸
地
区　

平
戸
市
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

12
月
９
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

長
崎
県
迷
惑
行
為
等
防
止
条
例
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た

　

ハ
イ
テ
ク
機
器
な
ど
の
進
展
に
伴
い
、
悪
質

巧
妙
な
手
口
の
盗
撮
事
件
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
適
正
な
取
締
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
当
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
内
容
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
防
犯
対
策
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
主
な
改
正
点

　

・
公
共
の
場
所
や
乗
り
物
に
お
い
て
、
盗
撮

　
　

な
ど
を
す
る
こ
と

　

・
公
衆
便
所
や
公
衆
浴
場
な
ど
、
人
が
衣
服

　
　

な
ど
を
着
け
な
い
よ
う
な
場
所
を
の
ぞ
い

　
　

た
り
、
盗
撮
な
ど
を
す
る
こ
と

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う

　

12
月
10
日（
土
）か
ら
16
日（
金
）ま
で
の
１

週
間
は「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で

す
。
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る
、
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
の
問
題
は
、
わ
が

国
の
主
権
お
よ
び
国
民
の
生
命
と
安
全
に
関
わ

る
重
大
な
問
題
で
す
。
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

つ
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実

態
を
解
明
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

県
立
猶
興
館
高
校
で
は
、
県
立
学
校
地
域
開

放
講
座
と
し
て「
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
」を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

平
成
24
年
１
月
10
日（
火
）〜
２
月

　

16
日（
木
）ま
で
の
火
曜
日
と
木
曜
日
、
午

　

後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
。
計
10
回
開
催
。

○
と
こ
ろ　

猶
興
館
高
校（
岩
の
上
町
１
４
４

　

３
）

○
内　

容　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的
な

　

操
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て

　

学
び
ま
す
。

○
募
集
人
数　

20
人（
先
着
順
）

○
参
加
申
込
期
限　

12
月
21
日（
月
）

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。　

○
申
込
方
法　

猶
興
館
高
校
へ
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
募
集
学
生
の
種
類

　

①
教
養
学
部　

科
目
履
修
生（
６
カ
月
在
学

　
　

し
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、
選
科
履
修

　
　

生（
１
年
間
在
学
し
希
望
す
る
科
目
を
履

　
　

修
）、
全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、

　
　

卒
業
を
目
指
す
）

　

②
大
学
院　

修
士
科
目
生（
６
カ
月
在
学
し

　
　

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、
修
士
選
科
生

　
　
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履

　
　

修
）

○
出
願
期
間　

平
成
24
年
２
月
29
日（
水
）

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

　

い
ま
す
。（http://w

w
w
.ouj.ac.jp

）

【
平
戸
地
区
】

福
本　

健
太 

大
剛 

戸
石
川

阿
部　

こ
は
る 

賢
次
郎 

田
の
浦

大
橋　

統
五 

雄
三 

大
久
保

出
口　

隼
磨 

博
徳 

根
獅
子
第
3

今
川　

莉
生 

慈
弘 

上
大
垣

市
川　

紗
妃 

仁 

大
久
保

浅
川　

恋
菜 

真
二 

大
佐
志

吉
永　

悠
之
伸 

庄
一
朗 

神
上

本
山　

馨
志 

慶
英 

山
野
・
白
石

後
藤　

羚
希 

建
太 

津
吉
元

土
田　

隆
貴 

裕
嗣 

草
積

【
田
平
地
区
】

石
井　

智
慶 

慶
彦 

米
の
内

岡　
　

唯
花 

督 

以
善

濵
上　
　

蘭 

祐
介 

福
崎

阿
比
留　

蓮 

恭
輔 

日
の
浦

【
平
戸
地
区
】

大
石　

麗
子 

85
歳 

10
／
16 

大
久
保

藤
澤　

シ
ズ
ヱ 

84
歳 

10
／
20 

宝
亀
第
1

塩
谷　

勇 

82
歳 

10
／
21 

獅
子
第
3

日
高　

つ
ち
の 

80
歳 

10
／
21 

堤

堺
屋　

ハ
ン 

93
歳 

10
／
21 

度
島
浦

小
森　

重
德 

71
歳 

10
／
23 

梅
崎

藤
田　

チ
ヨ 

90
歳 

10
／
23 

迎
紐
差

吉
谷　

儀
八
郎 

51
歳 

10
／
27 

度
島
中
部

川
端　

ナ
ミ
ヱ 

75
歳 

10
／
28 

稗
田

小
楠　

房
夫 

82
歳 

10
／
29 

野
子

村
田　

ミ
サ
ヲ 

82
歳 

10
／
31 

上
中
津
良

山
下　

今
朝
男 

91
歳 

11
／
4 

前
津
吉
浦

宇
野　

久
雄 

85
歳 

11
／
6 

中
の
原

　

生　

康
子 

92
歳 

11
／
6 

大
久
保

森　
　

フ
サ 

87
歳 

11
／
7 

光
の
園

立
石　

ヒ
サ 

85
歳 

11
／
8 

草
積

渡
辺　

武 

85
歳 

11
／
10 

中
の
原

塩
谷　

哲
二 

38
歳 

11
／
10 

獅
子
第
3

近
藤　

豊
子 

88
歳 

11
／
11 

清
水
川

大
瀬
良　

實 

76
歳 

11
／
12 

中
の
崎

大
石　

久
雄 

85
歳 

11
／
14 

木
引

【
生
月
地
区
】

眞
辺　

キ
ク 

92
歳 

10
／
22 

舘
浦
屋
敷

近
藤　

悟 

79
歳 

10
／
28 

舘
浦
潮
見

松
本　

時
雄 

61
歳 

10
／
31 

舘
浦
浜

舩
原　

久
敏 

85
歳 

11
／
5 

堺
目

久
保　

広
海 

51
歳 

11
／
6 

山
田

杉
永　

義
廣 

81
歳 

11
／
8 

壱
部

【
田
平
地
区
】

西
島　

勝
守 

74
歳 

10
／
19 

日
の
浦

永
益　

蝶
子 

83
歳 

10
／
28 

下
里

前
田　

勇 

76
歳 

10
／
31 

下
亀

川
原　

敏
夫 

86
歳 

11
／
5 

小
手
田

塚
本　

カ
ツ
ヱ 

89
歳 

11
／
10 

以
善

【
大
島
地
区
】

田
中　

チ
ズ
子 

88
歳 

11
／
6 

東
神
浦

小
楠　

成
男 

68
歳 

11
／
14 

東
神
浦

　
　
　
　
　
　
　
（
10
／
16
〜
11
／
15
受
付
分
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５‐

８
１
３‐

１
３
１
７

問

「
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
」を
開
講
し
ま
す

猶
興
館
高
校

☎
22-

２
０
６
４（
担
当
：
武
本
）

申
・
問

「
第
63
回
人
権
週
間
」

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

長
崎
地
方
法
務
局
平
戸
支
局

☎
22-

２
２
６
３

問

○
と　

き　

12
月
24
日（
土
）午
後
５
時
〜

○
と
こ
ろ　

田
平
公
園「
花
の
ス
テ
ー
ジ
」

○
内　

容　

猶
興
館
高
校
ダ
ン
ス
同
好
会
や
音

　

楽
部
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど

※

先
着
２
０
０
人
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か

　
　

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

ふ
く
も
と 

け
ん
た 

だ
い
ご
う

　
あ　

べ 

 

け
ん
じ
ろ
う

お
お
は
し 

と
う
ご 

ゆ
う
ぞ
う

い
で
ぐ
ち 

は
ゆ
ま 

ひ
ろ
の
り

い
ま
が
わ 

り　

お 

よ
し
ひ
ろ

い
ち
か
わ 

さ　

き 

ひ
と
し

あ
さ
か
わ 

れ　

な 

し
ん
じ

よ
し
な
が 

ゆ
う
の
し
ん 

し
ょ
う
い
ち
ろ
う

も
と
や
ま 

け
い
し 

よ
し
ひ
で

　
ご　
と
う 

れ　

の 

け
ん　
た

つ
ち
だ 

り
ゅ
う
き 

ひ
ろ
し

い
し
い 

と
も
よ
し 

よ
し
ひ
こ

お
か 

ゆ
い
か 

す
す
む

は
ま
が
み 

ら
ん 

ゆ
う
す
け

　
あ　

び　

る 

れ
ん 

き
ょ
う
す
け

お
お
い
し 

れ
い
こ

ふ
じ
さ
わ

し
お
や 

い
さ
む

　
ひ　
だ
か

さ
か
い
や

　
こ　
も
り 

し
げ
の
り

ふ
じ　
た

よ
し
た
に 

ぎ　
は
ち
ろ
う

か
わ
ば
た

　
お　
ぐ
す 

ふ
さ　
お

む
ら　
た

や
ま
し
た 

け　

さ　

お

　
う　

の 

ひ
さ　
お

　
が　
も
う 

や
す　
こ

も
り

た
て
い
し

わ
た
な
べ 

た
け
し

し
お　
や 

て
つ
じ

こ
ん
ど
う 

と
よ
こ

お
お
せ　

ら 

み
の
る

お
お
い
し 

ひ
さ
お

　
ま　
な
べ

こ
ん
ど
う 

さ
と
る

ま
つ
も
と 

と
き　
お

ふ
な
ば
ら 

ひ
さ
と
し

　
く　

ぼ 

ひ
ろ　
み

す
ぎ
な
が 

よ
し
ひ
ろ

に
し
じ
ま 

か
つ
も
り

な
が
ま
す 

ち
ょ
う
こ

ま
え　
だ 

い
さ
む

か
わ
は
ら 

と
し　
お

つ
か
も
と

　
た　
な
か

　
お　
ぐ
す 

し
げ　
お


